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5月上句の予定
富田医院（神明町）
第二藤巻医院（上　野）

至誠堂医院（西浦町）

千手診療所
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新年度予算決まる

淵
　　　“合併50周年

　記念事業も
。
。
　

にん
．

忙んふ

　
新
年
度
の
町
予
算
が
決
ま
り
、
六

十
一
年
度
の
町
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
予
算
は
、
一
般
会
計
が
三
十
一
億

一
千
万
円
、
特
別
会
計
が
八
つ
の
計

で
十
五
億
四
百
九
十
三
万
一
千
円
、

合
計
で
は
四
十
六
億
一
千
四
百
九
十

三
万
一
千
円
の
規
模
に
な
り
ま
す
。

（
水
道
事
業
会
計
は
含
め
て
い
ま
せ

ん
）　

六
十
一
年
度
は
、
町
村
合
併
三
十

周
年
の
意
義
あ
る
年
で
す
。
そ
こ
で
、

記
念
事
業
を
は
じ
め
、
多
様
化
す
る

住
民
要
望
に
対
応
す
る
た
め
の
積
極

的
な
施
策
を
講
じ
、
大
型
予
算
を
組

み
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
三
年
連
続
の

超
緊
縮
予
算
か
ら
生
む
こ
と
が
で
き

た
も
の
で
す
。

一般会計

3，110，000千円歳入総額

濡，，

　　　　　　歳入を町民1人当たりで表すと……。

　　　　　　　　※人口9，588人として

町税の内訳
町民税18，294円

固定資産税
　　29，782円　㍗．＿．か．、．

　6，008円
　　、地欝嚢獄税

　　　　　馨蝋鰹闇

町民1人当たりの

　歳入
324，364円　驚懸蓬

　　騨灘溝議
　　　叢畿金

　　　　錨，藩翻圏

県灘醗
認＄，㈱鰯

54，084円

総磁糠　　jZ4，

魏，麹慧圏

　　　　　瞬績

　　　　翻，嬢鐵圏

事業費ベスト10
①小学校改築事業（上野小学校）

　　　　　　　　237，952千円

②町道改良舗装事業（町単事業）

　　　　　　　　155296千円
　　　　　　　　　　ラ
③道路橋りょう整備事業（補助

　事業、新十日町大橋関連）

　　　　　　　　127，981千円

④除雪対策（道路除雪、地下水

　調査）　　　　109，198千円

⑤共同作業場施設設置事業（仙

　田地域就労センターの建設）

　　　　　　　　85，000千円

⑥町行造林事業　　81，483千円

⑦克雪住宅建設資金貸付事業

　　　　　　　　　60，000千円

⑧コミュニティ推進事業（上野

　地区コミュニティセンターの

　建設）　　　　　46，000千円

⑨災害復旧事業　　42，631千円

⑩防災行政無線施設工事

　　　　　　　　42，000千円

一般会計当初予算の移り変わり

3，110，000千円歳出総額

202，864i

熱懸

010億円20億円30億円

57年度

58年度

59年度

60年度

61年度

夢
鵠

　
　
民
2
6

饗癒億籔，肇麟嬢懸爾

　　　（単位：千円）

労働費
面　705

農林水産業費

ず雛野
惹務費454，283

金
　
　
費
92

出
㈱
　
会
鎚

繁
　
議
5

壬
一
口

　
劔

　
」

　
　

費
図

育教

費
㎜

備
似

予
3

　　　　　　　土木費・

災害顧盤509餌
137，317　　　　ノ

苗

、＿ゴ
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一施政方針の概要一

政
府
の

　
　
予
算
編
成
方
針

　
政
府
は
、
六
十
一
年
度
予
算
編
成

の
背
景
と
な
る
経
済
見
通
し
を
発
表

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
六

十
一
年
度
の
実
質
経
済
成
長
率
は
四

．
二
、
三
％
程
度
で
、
民
間
の
見
通

し
よ
り
上
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
急
激
な
円
高
、
ド
ル
安
は
、

今
後
の
日
本
経
済
の
動
向
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
実
で
、
対

外
的
に
は
日
杢
巾
場
の
開
放
、
国
内

的
に
は
内
需
の
振
興
と
財
政
の
弾
力

的
な
運
用
が
望
ま
れ
る
と
考
え
ま
す
。

政
府
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の

基
本
姿
勢
は
、
　
コ
段
と
厳
し
い
財

政
環
境
の
中
で
、
我
が
国
経
済
の
着

実
な
発
展
と
国
民
生
活
の
安
定
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
財
政

の
改
革
を
強
力
に
推
進
し
、
そ
の
対

応
力
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
緊
急
で

あ
る
」
と
し
て
、
次
の
重
点
項
目
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

①
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し
、
合
理

　
化
に
努
め
、
財
政
規
模
を
前
年
度

　
同
額
以
下
に
圧
縮
す
る
。

②
公
債
発
行
を
前
年
度
当
初
発
行
額

鞭

給
与
の
適
切
な
管
理
な
ど
を
行
い
、

財
源
の
重
点
的
、
か
つ
効
率
的
な

配
分
の
中
で
、
財
政
運
営
を
図
る

よ
う
要
請
す
る
。

地
方
財
政
計
画
で
は

　
自
治
省
で
は
、
地
方
自
治
体
の
六

十
一
年
度
予
算
編
成
や
財
政
運
営
の

指針と

な
る
「
地
方
財
政
計
画
」
を

ま
と
め
ま
し
た
。

，
そ
れ
に
ょ
る
と
、
①
歳
入
に
占
め

　
よ
り
減
額
す
る
。

③
税
制
改
正
は
、
六
十
二
年
度
に
予

　
定
さ
れ
る
抜
本
的
見
直
し
と
の
関

　
連
に
留
意
し
つ
つ
、
民
間
活
力
等

　
を
通
じ
、
内
需
拡
大
等
に
資
す
る

　
た
め
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。

④
行
政
改
革
は
、
既
定
の
方
針
に
基

　
づ
く
改
革
合
理
化
措
置
を
実
施
す

　
る
。

⑤
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
一
般
行

　
政
経
費
の
節
減
合
理
化
、
定
員
、

施政方針を述べる南雲町長

る
一
般
財
源
の
比
率
が
高
ま
っ
た
、

②
歳
出
面
で
は
、
内
需
拡
大
の
視
点

か
ら
地
方
単
独
事
業
を
積
極
的
に
伸

ば
し
た
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の

予
算
に
比
較
し
て
、
財
政
体
質
は
好

調
を
持
続
し
て
い
る
が
、
反
面
、
景

気
の
減
速
に
よ
る
税
収
の
伸
び
悩
み

や
人
件
費
の
伸
び
に
よ
る
歳
出
構
造

の
硬
直
化
な
ど
の
不
安
材
料
も
あ
り
、

引
き
続
き
歳
出
の
合
理
化
に
努
め
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

一
合併記念事業の

「
ぎ
ー

メニューを紹介

［＞川西音頭創作関係　　200干円

〉記念行事参加賞代　　725

〉花いっぱい運動種苗代、記念

　品関係等の消耗品代3，267

〉記念誌等の印刷代　3，850

〉広告料　　　　　　500

［＞は力寸きほカ・　　　　　　17

〉芸能まつり関係委託料、借料

　　　　　　　　　　400

〉タイムカプセル関係　410

　　計　　　　　9，369

国
－
の
予
算
規
模

　
国
の
予
算
規
模
は
、
五
十
二
兆
八

千
四
百
五
十
八
億
円
で
、
六
十
年
度

比
四
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
で
、
町
に
と
っ
て
関
心
の

高
い
地
方
交
付
税
は
四
・
○
％
の
伸

び
で
す
。
地
方
税
・
地
方
譲
与
税
、

地
方
交
付
税
を
合
わ
せ
た
一
般
財
源

の
総
額
は
、
六
・
○
％
の
伸
び
で
、

地
方
財
政
の
自
主
性
が
高
ま
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
債
依
存
度
は

八
．
四
％
で
前
年
度
よ
り
○
・
六
ポ

イ
ン
ト
の
上
昇
で
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
投
資
的
経
費
が
二

．
五
％
の
伸
び
率
で
、
う
ち
地
方
単

独
事
業
に
三
．
七
％
増
の
配
分
を
行

い
、
内
需
拡
大
に
期
待
を
か
け
て
い

ま
す
。積

極
性
が
高
ま
っ
た
予
算
と
い
え

ま
す
が
、
給
与
関
係
費
の
上
昇
な
ど

で
、
財
政
の
硬
直
化
は
依
然
と
し
て

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

県
予
算
は

　
景
気
浮
揚
に
力
点

　
県
の
六
十
一
年
度
予
算
は
、
公
共

事
業
の
完
全
消
化
、
県
単
事
業
の
拡

大
、
企
業
誘
致
、
観
光
開
発
、
高
齢

者
福
祉
対
策
を
重
点
に
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
一
般
会
計
の
規
模
は
、
七
千
七
百

二
十
一
億
九
千
万
円
で
、
前
年
度
比

四
．
五
％
の
増
で
す
。
二
年
続
き
の

緊
縮
型
か
ら
、
県
単
事
業
を
拡
大
し
、

景
気
浮
揚
を
目
ざ
す
大
型
、
積
極
型

に
転
じ
ま
し
た
。

　
国
の
補
助
率
カ
ッ
ト
に
よ
る
影
響

を
穴
埋
め
し
、
そ
の
上
で
各
事
業
を

拡
大
す
る
た
め
の
財
源
を
、
県
債
の

増
額
と
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

に
よ
り
確
保
す
る
と
い
う
苦
し
い
台

所
事
情
が
伺
わ
れ
ま
す
。

（
施
政
方
針
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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施
政
方
金

町
予
算
の

　
　
　
重
点
事
項

川
西
町
の
新
年
度
予
算
案
策
定
作

業
は
、
国
や
県
の
予
算
案
編
成
の
動

向
を
注
視
し
、
情
報
の
収
集
に
努
め

な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

　
町
財
政
は
、
五
十
九
年
度
決
算
の

一
般
会
計
で
一
億
三
千
万
円
余
り
の

過
去
最
高
の
黒
字
を
示
し
、
さ
ら
に

経
常
収
支
比
率
は
七
五
・
四
と
県
内

市
町
村
の
七
十
位
に
ま
で
上
が
り
ま

し
た
。
公
債
費
比
率
も
一
五
・
八
と

五
十
八
年
度
の
ワ
ー
ス
ト
ニ
十
位
か

ら
一
挙
に
五
十
位
タ
イ
と
好
転
し
、

各
種
基
金
も
所
要
の
積
み
増
し
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
か
ね
て
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、

体
質
の
見
直
し
、
改
善
へ
の
努
力
を

積
み
重
ね
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
財
政
構
造
の
改

善
は
、
多
様
化
す
る
住
民
の
二
ー
ズ

に
こ
た
え
、
活
力
に
あ
ふ
れ
、
物
心

と
も
に
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
る

中
で
、
長
期
的
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
六
十
一
年
度
は
、
川
西
町
が
誕
生

し
て
か
ら
一
二
十
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
す
。
新
年
度
の
主
な
事
業
を

掲
げ
ま
す
と
、
　
「
合
併
三
十
周
年
諸

記
念
事
業
の
実
施
」
、
　
「
国
鉄
信
濃

川
第
二
発
電
所
工
事
に
関
連
す
る
町

道
改
良
工
事
」
、
　
「
仙
田
地
区
過
疎

防
止
対
策
の
就
労
セ
ン
タ
ー
建
設
」
、

「
上
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
建
設
」
、
　
「
防
災
行
政
無
線
施

設
工
事
」
、
　
「
上
野
小
学
校
の
完
成
」

な
ど
と
、
大
型
工
事
が
集
中
し
た
形

で
す
。

　
一
般
会
計
総
額
三
十
一
億
一
千
万

円
は
、
六
十
年
度
比
三
億
三
千
五
百

万
円
（
一
二
二
％
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
が
、
新
年
度
は
農
村
集
落
排

水
事
業
を
特
別
会
計
へ
移
し
た
の
で
、

こ
れ
を
含
ん
だ
実
質
伸
び
率
は
一
五

・
四
％
に
も
及
ぶ
積
極
大
型
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
の
総
額
は
十
五
億
四
百

九
士
二
万
円
、
六
十
年
度
比
一
億
四

千
四
百
六
十
七
万
円
（
一
〇
．
六
％
）

の
増
と
こ
ち
ら
も
ニ
ケ
タ
の
伸
び
を

示
し
ま
し
た
。

　
六
十
一
年
度
は
、
第
四
次
川
西
町

総
合
開
発
計
画
第
三
年
次
に
当
た
り

ま
す
の
で
、
そ
の
方
針
に
従
っ
て
、

重
点
事
項
に
次
の
四
項
目
を
掲
げ
て

取
り
組
み
ま
す
。

①
産
業
の
振
興

②
教
育
施
設
の
整
備

③
克
雪
対
策
の
強
化

④
生
活
環
境
の
整
備

歳

出
入歳

町
史
発
刊
の
年

　
　
　
　
　
　
総
　
務
　
費

▼
支
所
・
出
張
所
の
廃
止
や
役
場
機

構
の
一
部
改
革
に
伴
う
経
費
の
組
み発刊間近の川西町史

す
べ
て
の

　
　
収
入
を
計
上

　
固
定
資
産
税
率
の
段
階
的
引
き
下

げ
は
、
財
政
需
要
の
急
増
の
た
め
、

○
・
〇
五
％
の
引
き
下
げ
に
と
ど
め

ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
な
ど
は
財
源
留
保
す

る
と
こ
ろ
な
く
計
上
し
、
分
担
金
な

ど
も
見
込
ま
れ
る
す
べ
て
の
収
入
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

替
え
が
あ
り
ま
す
。

▼
防
災
行
政
無
線
施
設
工
事
、
電
算

オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
委
託
、
町
史
発
刊
、

合
併
記
念
事
業
な
ど
、
臨
時
的
な
経

費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
職
場
に
新
風
を
注
入
し
な
が
ら
も

職
員
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

住
民
検
診
を
充
実

　
　
　
　
保
健
衛
生
費

▼
年
度
内
に
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
を

廃
止
し
、
六
十
二
年
度
の
保
健
セ
ン

タ
ー
建
設
に
備
え
ま
す
。

▼
成
人
病
の
り
病
率
の
高
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
健
康
診

断
、
ガ
ン
検
診
、
予
防
接
種
の
充
実

に
よ
っ
て
、
発
生
の
予
防
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
期
し
ま
す
。

　
町
債
は
、
箱
物
の
新
設
や
町
道
改

良
な
ど
の
た
め
前
年
比
七
八
．
一
％

の
増
と
な
り
、
構
成
比
が
一
三
．
五

％
と
い
う
借
金
体
質
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
主
と
し
て
過
疎
債

な
ど
将
来
の
財
政
負
担
を
極
力
軽
く

す
る
よ
う
、
選
別
借
り
入
れ
に
努
め
、

公
債
費
比
率
の
上
昇
を
招
か
な
い
よ

う
留
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
依
存
財
源
比
率
は
前
年
度
よ
り
一

・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
七
二
．
五

％
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー

　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
に
加
入

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
加

入
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
を
進
め
ま
す
。

保育園児が減少気味

▼
保
育
園
児
の
減
少
か
ら
、
保
母
の

一
般
事
務
転
用
が
必
要
で
す
。
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村
お
こ
し事

業
を
実
施

　
　
　
　
　
農
林
水
産
業
費

▼
農
業
面
で
は
、
米
生
産
調
整
の
定

着
化
、
米
価
の
長
期
低
迷
、
良
質
米

奨
励
金
の
削
減
、
米
消
費
の
低
落
傾

向
農
産
物
市
場
開
放
等
々
の
極
め

て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、

共
同
化
の
推
進
、
生
産
コ
ス
ト
の
引

き
下
げ
、
転
作
作
目
の
厳
選
な
ど
に

よ
る
経
営
の
合
理
化
が
急
が
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
国
県
の
指
導
方

針
に
従
い
な
グ
リ
、
町
単
事
業
も
取

り
入
れ
有
効
に
実
施
し
ま
す
。

▼
新
農
村
定
住
事
業
は
馬
村
お
こ
し

事
業
の
実
施
を
始
め
、
仙
田
地
区
就

労
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
後
継
者
対
策

な
ど
、
幅
広
い
対
応
を
し
ま
す
・

▼
林
業
は
、
林
道
峰
方
線
の
完
工
を

期
し
ま
す
。
造
林
事
業
は
新
植
面
積

を
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、
保
育
事

業
に
も
万
全
を
期
し
ま
す
。

企
業
誘
致
に
努
力

商
　
工
　
費

▼
引
き
続
き
経
営
改
益
只
地
域
活
性

化
対
策
、
企
業
誘
致
な
ど
に
努
め
ま

す
。
地
方
産
業
育
成
資
金
の
貸
付
枠

の
増
大
、
節
黒
城
跡
休
憩
展
示
施
設

建
築
も
行
い
ま
す
。

都
市
計
画
を
推
進

　
　
　
　
　
　
土
　
木
　
費

▼
国
鉄
信
濃
川
第
二
発
電
所
建
設
関

連
の
町
道
改
良
を
最
重
点
事
業
と
し

て
、
全
組
織
を
挙
げ
て
対
処
し
ま
す
・

｛
書
ξ
…
…
…
…
三
三
三
三
…
三
・
三
三
…
－
－
…
三
三
…
三
・
…
三
…
三
…
…
。
…
…

予算総額
1，504，931千円

健康づくり

運動を展開

国民健康保険

516，505干円

　
政
府
の
財
政
支
出
削
減
の
具
体
的

手
段
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
老
人
保

健
制
度
と
退
職
者
医
療
制
度
の
影
響

▼
新
十
日
町
橋
関
連
の
事
業
に
は
集

中
投
資
を
考
え
て
い
ま
す
o

▼
克
雪
は
地
域
住
民
の
悲
願
で
す
。

生
活
道
路
の
無
雪
化
を
拡
大
し
、
克

雪
住
宅
融
資
制
度
の
改
善
に
努
め
ま

す
。▼

都
市
計
画
を
正
式
に
推
進
す
る
た

め
、
予
算
計
上
を
し
ま
し
た
o

触
れ
合
い
の

場
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
教
育
費

▼
六
十
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し

て
、
上
野
小
学
校
の
完
工
を
期
し
ま

す
。▼

教
員
住
宅
（
公
立
学
校
職
員
共
済

組
合
が
建
設
）
と
上
野
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

▼
高
倉
小
学
校
の
再
利
用
を
集
落
活

…
…
…
・
・
一
…
・
三
一
言
・
…
…
…
…
3
・
も
・
・
…
●
…
・
・

を
受
け
て
、
国
保
財
政
は
極
め
て
厳

し
い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
医
療
費
は
年
々
増
大

し
て
い
ま
す
の
で
、
六
十
一
年
度
は

保
険
料
の
引
き
下
げ
（
前
年
度
比
一

四
．
○
％
）
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
の
高
騰
を
防
止
す
る
立
場

か
ら
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努

め
る
健
康
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
ま

す
。

性
化
に
つ
な
げ
る
よ
・
ス
関
係
者
と

協
議
し
て
い
ま
す
。

▼
結
婚
相
談
の
機
関
を
設
け
、
社
会

教
育
の
各
種
事
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
触
れ
合
い
の
場
づ
く
り
を
進
め
、

二
学
期
に
は
入
れ
る
上
野
小
学
校

男
女
交
流
の
機
会
を
増
や
す
考
え
で

す
。

消
　
防
費

▼
総
合
開
発
計
画
に
添
っ
て
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

災
害
復
旧
費

▼
六
十
年
度
ま
で
の
持
ち
越
し
事
業

の
す
べ
て
と
、
豪
雪
な
ど
に
よ
っ
て

予
測
さ
れ
る
当
年
災
を
計
上
し
ま
し

た
。

公
　
債
費

▼
六
十
年
度
に
一
部
繰
り
上
げ
償
還

を
行
い
、
前
年
度
対
比
で
五
・
二
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も

財
政
事
情
を
十
分
に
見
極
め
、
弾
力

的
運
用
を
図
り
ま
す
。

ξ
…
峯
茎
…
…
ー
…
三
圭
…
。
｝
；
1
｛
…
多
…
…
・
；
・
…
。
1
…
…
；
…
…
；
…
…
：
・
…
…
ξ
…
…
；
ー
言
｝
茎
。
一
1
｛

患者輸送

バスの利用を

国保診療所

94，034千円

　
相
次
い
だ
薬
価
基
準
引
き
下
げ
に

よ
る
影
響
で
診
療
報
酬
が
伸
び
悩
み
、

そ
れ
に
患
者
数
の
減
少
と
い
う
事
情

も
重
な
り
、
収
支
不
均
衡
の
状
況
は

い
っ
そ
う
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
o
そ
の
た
め
、
五
百
万
円
の
繰

り
入
れ
に
よ
っ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
は
、
橘
出
張
診
療
を

廃
止
し
、
代
替
え
策
と
し
て
週
三
回

患
者
輸
送
バ
ス
運
行
を
行
い
、
新
し

い
患
者
の
掘
り
起
こ
し
も
図
っ
て
い

く
考
え
で
す
。

（
施
政
方
針
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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仙田地区の

医療拠点

へき地出張診療所

22，557千円

　
公
共
医
療
施
設
と
い
う
立
場
か
ら
、

仙
田
地
区
住
民
の
健
康
保
持
と
医
療

確
保
の
拠
点
と
し
て
、
採
算
を
度
外

視
し
た
経
営
を
存
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
診
療

報
酬
額
を
上
回
る
千
百
万
円
を
繰
り

入
れ
ま
す
。

医療費の

高騰に対応

老人保健
502，605千円

　
老
人
保
健
会
計
は
、
七
十
歳
以
上

の
老
人
と
、
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九

歳
ま
で
の
寝
た
き
り
老
人
の
医
療
費

支
払
い
を
目
的
と
し
た
会
計
で
す
。

　
そ
の
支
払
い
財
源
は
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
七
〇
％
、

国
二
〇
％
、
県
と
市
町
村
が
そ
れ
ぞ

れ
五
％
を
負
担
し
て
こ
れ
に
充
て
ま

す
。

　
老
人
医
療
費
は
年
々
高
騰
を
続
け

て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
し
た
予

算
措
置
を
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　オールシーズンの
　　　　　雛灘鍵
　　　　　　　　　　　誘客を

　　　　　繍罐i灘礪

　　　　　　　　　地域休養施設
　　　　　　　滋
　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　93，715千円
冬の「松葉壮」

　
松
葉
荘
は
、
事
業
開
始
以
来
四
年

目
を
迎
え
ま
す
。
利
用
一
巡
と
か
、

近
隣
に
類
似
施
設
の
完
成
と
か
、
闘

越
高
速
道
の
全
線
開
通
に
よ
る
2
5

2
号
線
の
利
用
減
と
か
の
諸
々
の
事

情
の
た
め
か
、
最
近
利
用
客
が
停
滞

ぎ
み
で
す
。

　
今
後
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
を

研
究
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
従
来
ど
お
り
公
債
費
と
公
共
利
用

料
相
当
額
を
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
よ
っ
て
運
営
し
ま
す
。

2，150万円の

繰り入れ

簡易水道事業

　　42，000千円

　
橘
、
木
落
、
室
島
、
自
倉
の
四
簡

易
水
道
を
維
持
管
理
す
る
会
計
で
す
。

　
総
予
算
額
の
六
八
・
二
％
が
公
債

費
で
あ
り
、
水
道
使
用
料
は
そ
の
六

六
・
四
％
し
か
見
込
め
な
い
実
情
で

す
。

　
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
、

一
般
会
計
か
ら
二
千
百
五
十
万
円
を

繰
り
入
れ
ま
す
。

早期完工に

努める

農村集落排水事業

　　　135，500千円

　
六
十
年
度
後
期
か
ら
特
別
会
計
に

移
行
し
た
事
業
で
す
。

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
中

で
最
重
点
事
業
と
し
て
農
村
集
落
排

水
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
事
業
は
、
千
手
地
区
の
フ
ラ

ッ
シ
ュ
施
設
と
上
野
地
区
の
下
水
処

理
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
国
全
体
の
予
算
枠
の
伸
び
悩
み
と
、

モ
デ
ル
事
業
実
施
地
区
の
増
加
の
影

響
を
受
け
て
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
状

況
は
思
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早

期
完
工
に
努
め
る
所
存
で
す
。

　
六
十
一
年
度
末
の
進
ち
ょ
く
率
は

フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
七
五
・
七
％
、
下
水

処
理
施
設
が
八
六
・
七
％
と
い
う
数

字
で
す
。

病害虫発生予察に

取り組む

農業共済事業

　　98，015千円

　
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
を

は
じ
め
と
し
た
農
業
共
済
事
業
に
か

か
わ
る
国
庫
負
担
の
削
減
な
ど
、
農

業
共
済
事
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

組
合
等
の
広
域
合
併
間
題
の
急
迫
化

を
含
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
農
作
物
共
済
や
家
畜
共
済
な
ど
、

年
々
加
入
が
減
少
し
、
事
業
規
模
は

全
体
的
に
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

共
済
事
業
本
来
の
補
償
部
分
は
充
実

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
加
入
促

進
は
も
と
よ
り
、
従
来
に
も
増
し
た

適
正
評
価
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
生
産
組
織
等
へ
の
防
除
機
設
置
費

補
助
の
継
続
、
病
害
虫
発
生
予
察
事

業
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

糞
璽
雛
算
の

聞
溝
癒
執
獄
の
捲
緬
騰

財
毅
構
逡
纐
鰹
善
ぽ
、
極
濾
藤
簸

急
の
謙
題
逡
懸
癖
蒸
懲
叢
灘
、

　
鍍
う
難
羅
囎
懸
、
績
離
獲
ぽ
懸
緯

饗
灘
懲
薯
周
錐
の
惹
義
誌
蓬
舘
蓬
纏

蓬
象
嚢
。
叢
灘
叢
華
度
内
叢
欝
叢
蕃

蓬
鐵
前
獲
馨
羅
国
鉄
発
電
懸
聞
題
麟
．

瞭
鐵
の
奎
繍
金
能
驚
叢
れ
纏
韓
処
鐵

な
磯
燕
ば
襟
嬢
諜
懸
総
。
謙
羅
．
灘

癒
縷
関
蓮
議
麟
纏
道
醗
叢
巻
ぽ
嬢
濾
、

峯
様
化
讃
渇
綴
幾
霧
璽
蟻
鍵
、
灘
蓬

戴
戴
積
極
鮒
懸
雛
算
編
戯
蓬
縫
縢

諜
態
濾
¢

　
髭
集
蓮
続
態
澄
超
緊
縮
議
算
縫
諜

鱗
灘
備
薫
欝
羅
余
掬
縫
灘
鍛
薫
．
炎

型
漿
算
策
建
辮
戴
能
謹
懸
嬢
叢
馨
羅
。

　
叢
纏
麟
の
爽
饗
蚤
算
の
圏
滑
懸
執

行
の
蓬
め
獲
、
臨
調
鱗
畠
羅
蔭
鍵
騨
役

場
機
構
の
心
部
故
箪
薮
行
縢
諜
饗
、

圏
的
老
磁
餐
ぽ
．
総
務
部
聞
の
驚
娠

を
制
鞍
で
、
舞
業
部
門
の
発
実
を
期

奮
葛
鋒
逡
鷺
あ
嬢
ま
奮
。
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第
一
回
町
議
会
定
例
会
が
、
二
十
六
日
間
の

会
期
を
も
っ
て
、
先
月
二
十
九
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。

　
こ
の
議
会
は
、
新
年
度
予
算
の
審
議
が
中
心

で
し
た
が
、
ほ
か
に
も
条
例
の
改
正
や
六
十
年

度
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
の
税
率

百
分
の
一

条
例
関
係

五
五
に
引
き
下
げ

　
　
　
挙
関
係
は
据
え
置
き
）

　
　
　
▼
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　
　
　
　
一
部
改
正

●

▼
農
村
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
条

　
例

　
農
村
集
落
排
水
事
業
の
円
滑
な
運

営
と
経
理
の
適
正
を
図
る
た
め
に
、

特
別
会
計
を
設
け
ま
す
。

▼
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
四
月
一
日
か
ら
、
議
長
が
月
額
十

六
万
二
千
円
、
副
議
長
が
月
額
十
二

万
七
千
円
、
常
任
委
員
長
が
月
額
十

一
万
七
千
円
、
議
員
が
月
額
十
一
万

四
千
円
の
報
酬
と
な
り
ま
す
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

　
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
月
額
の
も
の
が
三
百
円
か
ら
七
百

円
程
度
の
ア
ッ
プ
、
日
額
の
も
の
が

二
百
円
ほ
ど
の
ア
ッ
プ
で
す
。
　
（
選

　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　．　　　　　　　　　■　　　　　　　　　●　　　　　　　　．　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　o　　　　　　　■　　　　　　．　　　　　　o　　　　　　■　　　　　o　　　　　■　　　　　．　　　　　．　　　　．　　　　，　　　　■　　　o　　　●　　　o　　●　　・　　・　　■　・　噂　■09．

　
町
長
の
給
料
月
額
が
五
十
一
万
円
、

助
役
が
三
十
九
万
九
千
円
、
収
入
役

が
三
十
八
万
三
千
円
に
四
月
一
日
か

ら
な
り
ま
す
。

▼
教
幽
旦
安
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び

　
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正

　
教
育
長
の
給
料
が
四
月
か
ら
月
額

三
十
三
万
八
千
円
に
な
り
ま
す
。

▼
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
新
年
度
か
ら
企
画
財
政
課
が
な
く

な
り
、
国
鉄
発
電
所
対
策
室
が
で
き

ま
す
。

▼
出
張
所
等
設
置
条
例
の
廃
止
条
例

　
三
月
末
で
出
張
所
、
連
絡
所
を
廃

止
し
ま
し
た
。

▼
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

　
町
が
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
電
子
計
算
組
織
で
個
人

情
報
の
処
理
を
し
ま
す
が
、
そ
の
保

護
と
事
務
の
適
正
な
運
用
な
ど
を
図

る
た
め
、
条
例
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
公
園
設
置
条
例

　
町
民
の
健
全
な
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
普
及
発
展
を
図
る
た
め
の

条
例
で
す
。

▼
税
条
例
の
一
部
改
正

　
固
定
資
産
税
の
税
率
を
百
分
の
一

．
六
か
ら
百
分
の
一
・
五
五
に
改
め

ま
し
た
。

▼
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

廃
止
条
例

　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
六
月
末
に

閉
ざ
さ
れ
ま
す
。

▼
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
五
年
間
据
え
置
い
た
水
道
料
金
を

六
月
一
日
か
ら
一
四
．
五
％
値
上
げ

し
ま
す
。

　
一
般
用
は
、
基
本
料
金
（
一
か
月

に
つ
き
十
立
方
メ
ー
ト
ル
）
千
五
百

円
、
超
過
料
金
（
一
立
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
）
百
三
十
円
が
、
基
本
料
金

千
七
百
円
、
超
過
料
金
百
五
十
円
に

な
り
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
次
の
条
例
が
制
定
、
改

正
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

▼
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

　
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正

▼
附
属
機
関
設
置
条
例

▼
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

▼
地
域
休
養
施
設
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
町
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

▼
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
条
例
の

廃
止
条
例

▼
仙
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
条
例

の
一
部
改
正

補正予算

異常豪雪で

除雪費を追加

▼
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正

▼
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼
上
水
道
条
例
の
一
部
改
正

▼
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

▼
町
職
員
の
休
日
、
休
暇
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

▼
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
専
決
第
六
号
）

　
異
常
豪
雪
に
よ
る
道
路
と
公
共
施

設
の
除
排
雪
、
地
域
防
災
、
災
害
救

助
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
必
要

が
生
じ
ま
し
た
が
、
議
会
を
開
く
暇

が
な
か
っ
た
た
め
、
専
決
処
分
し
て

い
た
も
の
で
す
。

　
追
加
額
は
、
二
千
百
四
十
万
四
千

円
で
す
。
こ
の
う
ち
二
千
三
十
二
万

円
が
道
路
除
雪
費
に
充
て
ら
れ
ま
し

た
。▼

六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
専
決
第
七
号
）

　
異
常
豪
雪
に
よ
っ
て
県
災
害
救
助

町道の排雪作業

条
例
の
適
用
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
伴
う
災
害
救
助
に
要
す
る
経
費

の
追
加
で
す
。
追
加
額
は
二
十
四
万

円
で
す
。

▼
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
七
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
六
百
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
三
十
億
二

千
四
百
七
十
七
万
一
千
円
と
し
ま
し

た
。

　
歳
入
は
特
別
交
付
税
の
み
で
、
歳

出
の
主
な
も
の
は
、
道
路
除
雪
費
の

六
百
二
十
四
万
円
の
増
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
　
（
議
会
報
告
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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▼
六
十
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
　
　
（
第
四
号
）

　
四
壬
二
万
三
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
五
億
七
千
二
百
二
十
九
万

五
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
財
政
調
整
交
付
金
の
三

千
八
万
七
千
円
の
増
、
歳
出
は
、
一

般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
の
三
千
四

百
六
十
二
万
円
の
増
が
目
だ
ち
ま
す
。

▼
六
十
年
度
農
村
集
落
排
水
事
業
特

　
別
会
計
予
算

　
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、
上
野
地

区
集
落
下
水
管
路
工
事
費
に
三
千
万

円
の
限
度
額
で
予
算
づ
け
を
し
ま
し

た
。▼

六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
八
号
）

　
歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
百
八
十

五
万
九
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
三
十
億
二
千
二
百
九
十
一
万
二
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
増
え
た
も
の
と
し
て
、

地
方
交
付
税
が
四
千
七
百
十
四
万
七

千
円
、
土
木
費
国
庫
補
助
金
が
千
二

百
二
十
六
万
円
、
災
害
復
旧
費
委
託

金
が
千
七
百
二
万
七
千
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
減
っ
た
も
の
に
は
、

災
害
復
旧
費
県
補
助
金
の
二
千
六
百

九
十
七
万
九
千
円
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
の
二
千
五
百
万
円
、
豪
雪
対

策
基
金
繰
入
金
の
一
千
万
円
な
ど
が

目
に
つ
き
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
財
産
管
理
費
が
二
千

四
万
円
の
増
、
農
地
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費
の
千
百
十
一
万
六
千
円
の

減
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
六
十
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
（
第
二
号
）

　
総
額
は
変
更
せ
ず
、
歳
入
で
、
診

療
収
入
を
七
百
万
円
減
額
し
、
繰
入

金
を
七
百
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

▼
六
十
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療

　
所
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
（
第
二

　
号
）

　
こ
ち
ら
も
総
額
は
変
更
せ
ず
、
診

療
収
入
を
二
百
万
円
減
額
し
、
繰
入

金
を
二
百
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

▼
六
十
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補

　
正
予
算
　
　
（
第
二
号
）

　
歳
出
の
医
療
諸
費
を
一
万
一
千
円

減
ら
し
、
そ
の
分
諸
支
出
金
が
増
え

ま
し
た
。

▼
六
十
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
　
　
（
第
二
号
）

　
業
務
勘
定
の
歳
出
で
、
総
務
費
を

四
万
五
干
円
増
や
し
、
予
備
費
を
四

万
五
千
円
減
ら
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　田　　　　　　　　　　　　　　禦　　　　　　　　　　　　緩　　　　　　　　　　難　　　　　　　　日　　　　　　0　　　　2　　溺灘

　
任
期
満
了
に
よ
る
新
潟
県
知
事
選

挙
は
、
三
月
三
十
一
日
に
告
示
さ
れ
、

四
月
二
十
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
四
年
間
、
私
た
ち
に
代
わ
っ

て
県
政
を
担
当
す
る
人
を
選
ぶ
た
い

せ
つ
な
選
挙
で
す
。

　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
信

ず
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　　爺ろ、、

　　　〃　9
　　　　・診調〃

◎
転
出
者
は

　
　
　
証
明
書
が
必
要

転
勤
な
ど
で
、
県
囚
の
市
町
村
に

住
所
を
移
さ
れ
た
方
は
、
新
し
い
住

所
地
の
市
町
村
長
の
証
明
書
を
提
示

す
れ
ば
、
従
前
の
市
町
村
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
証
明
書
の
提

示
が
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
投
票
所
へ

行
け
な
い
方
は
、
前
も
っ
て
投
票
す

る
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ

　◎投票時間
　　　仙田地区は繰り上げ

　投票時間は、午前7時から午後6時までで

すが、仙田地区は別表のように終了時間を繰

り上げます。

仙田地区の時間繰り上げ

さ
い
。

　
不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
の
前
日

（
十
九
日
）
ま
で
で
す
。
時
間
は
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
に
は
、
印
鑑
が
必
要

で
す
の
で
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
な
ど
で
投
票
日
ま

で
に
帰
ら
な
い
方
は
、
出
稼
ぎ
先
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
、
町
の
選
挙
管
理
委

員
会
〔
魯
（
6
8
）
3
1
1
1
有

線
2
1
3
3
〕
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

投票区 投　　票　　所 該当区域 投票時間

10 中　仙　田　公民　館 中仙田・田戸
午前7時

　～

午後5時

11 室島集落センター 室島・藤沢

12 岩瀬籾乾燥調整施設
（旧赤岩小学校）

赤谷・岩瀬

13 白　倉　小　学　校 大白倉・小白倉

午前7時

　～

午後4時

14 仙田小学校小脇分校 小脇

15 高倉集落セソター 高倉

16 大　倉　集　会　所 大倉
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シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン
タ
U

川
西
事
務
所
を

　
　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
に
開
設

　
先
月
三
十
一
日
に
、
十
日
町
市
の

ク
ロ
ス
ー
0
で
、
社
団
法
人
シ
ル
、
バ
i

人
材
セ
ン
タ
ー
十
日
町
地
域
高
齢
者

事
業
団
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を

迎
え
ま
し
た
が
、
健
康
な
高
齢
者
も

増
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
職
業
生

活
引
退
後
に
、
就
職
は
望
ん
で
い
な

い
が
、
自
ら
の
経
験
と
能
力
を
生
か

す
こ
と
の
で
き
る
就
労
の
機
会
を
求

め
る
高
齢
者
の
増
加
が
目
だ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
一
方
、
核
家
族
化
、
産
業
の
多
様

化
、
細
分
化
の
進
行
に
伴
い
、
家
庭

か
ら
も
企
業
か
ら
も
補
助
的
、
短
期

的
な
仕
事
の
需
要
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
二
ー
ズ

を
背
景
に
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を

通
じ
て
社
会
に
参
加
し
、
生
き
が
い

を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
発
展
、

福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
十
日
町
市
古
同
齢
者
事
業
団
」
が
昭

和
五
十
七
年
十
一
月
一
日
に
発
足
し
、

年
を
追
っ
て
事
業
実
績
を
伸
ば
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
団
は
、
国
の
施
策
で
あ

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
条
件

を
満
た
さ
な
い
た
め
、
県
の
補
助
事

業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す

が
、
国
は
、
六
十
年
四
月
に
隣
接
す

る
複
数
の
市
町
村
で
の
広
域
的
な
シ

ル
バ
i
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
認

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
地
理
的
条
件
や

経
済
、
文
化
活
動
の
交
流
の
状
況
か

ら
、
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町

．
中
里
村
の
四
市
町
村
が
広
域
化
し

て
、
こ
の
事
業
の
い
っ
そ
う
の
発
展

を
期
す
る
と
と
も
に
、
国
の
新
し
い

施
策
で
あ
る
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
の
接
合
を
果
た
し
て
、
法

的
安
定
を
確
保
し
、
事
業
の
公
益
性

を
さ
ら
に
明
確
化
す
る
た
め
、
新
た

に
「
社
団
法
人
シ
ル
、
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
十
日
町
地
域
高
齢
者
事
業
団
」

嫁さんきなせやヤの収録風景

　（テレビ新潟4月12日午後6時に放送）

結婚相談お受けします

教育委員会に家庭相談係を新設

　4月から、教育委員会（総合体育館
内）に家庭相談係を新設しました。

　家庭相談係は、結婚適齢期の方々の

パートナー選びのお役に立つことを主

眼としています。

　嫁・婿不足は、過疎地での全国的な

悩みであり、その対策にいろいろなア

イデアを出し、努力しているところで

　川西町では、家庭相談係という専門

の係を設け、社会教育の各種事業とタ

イァップしながら、健全な男女交流の

場を増やすようにする方針です。

　家庭相談係では、結婚相談のほか、

生きがい相談や青少年問題の相談につ

いてもお受けしますので、お気軽にご

利用ください。　〔盈（68）2167有線
5599〕

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
団
の
設
立
認
可
は
、
四

月
十
日
ご
ろ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

認
可
後
に
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
団
の
川
西
事

務
所
は
、
四
月
一
日
か
ら
総
合
セ
ン

タ
ー
で
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
町
内
の
事
業
所
、
公
共
団
体
、
一

般
家
庭
の
皆
さ
ん
が
、
高
齢
者
に
ふ

さ
わ
し
い
仕
事
を
頼
み
た
い
と
き
は
、

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
内
の
六
十
歳
以
上
の
方

で
、
事
業
団
の
会
員
に
な
り
た
い
と

お
考
え
の
方
は
、
入
会
の
手
続
き
な

ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
か
わ
に
し
お
知
ら
せ
版
三
月

十
日
号
」
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
社
団
法
人
シ
ル
、
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
十
日
町
地
域
高
齢
者
事
業
団

川
西
事
務
所
唇
（
6
8
）
2
3

　
0
8
　
有
線
2
5
8
7
〕

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
“
ふ
れ
あ
い
の
場
”
を

　
　
　
　
　
在
宅
障
害
者
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
、

在
宅
の
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
趣
味

と
教
養
を
深
め
な
が
ら
、
人
生
に
生

き
が
い
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

を
計
画
し
ま
し
た
。

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
か

ら
一
度
外
に
出
て
、
仲
間
の
皆
さ
ん

と
“
ふ
れ
あ
い
の
場
”
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
家
族

の
協
力
が
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
案
内

し
ま
す
。

○
実
施
会
場
　
十
日
町
市
塚
原
町

　
　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ

　
　
ペ
ノ
タ
　

○
対
象
者
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

　
　
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の
重
度

　
　
障
害
者
を
原
則
と
し
ま
す
。

○
参
加
料
　
無
料
で
す
。

　
　
（
た
だ
し
、
個
人
で
使
用
す
る

　
　
材
料
等
は
各
自
負
担
で
す
。
）

○
申
し
込
み
と
内
容

　
　
申
込
書
は
、
役
場
住
民
課
福
祉

　
　
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
四
月
二

　
　
十
五
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　
　
だ
さ
い
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

　
　
申
込
書
の
希
望
種
目
や
、
施
設

　
　
の
設
備
等
を
考
慮
の
上
決
定
し

　
　
ま
す
。

○
そ
の
他

　
　
開
始
期
日
は
、
申
し
込
み
期
日

　
終
了
後
に
決
定
し
て
お
知
ら
せ

　
　
し
ま
す
。
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献血功労の

中条・藤巻・滋野

　　さんに
銀色有功章

中条和章さん藤巻幸夫さん滋野義和さん

　
日
本
赤
十
字
社
か
ら
、
こ
の
た
び

中
条
和
章
さ
ん
（
沖
立
）
、
藤
巻
幸

夫
さ
ん
（
塩
辛
）
、
滋
野
義
和
さ
ん

（
野
口
）
の
お
三
方
に
銀
色
有
功
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
銀
色
有
功
章
は
、
献
血
を
三
十
回

以
上
行
い
、
赤
十
字
事
業
に
貢
献
さ

れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
中
条
さ
ん
は
、
　
「
去
年
は
川
西
に

ゆ
う
あ
い
号
が
来
た
と
き
は
欠
か
さ

ず
に
献
血
を
し
た
の
で
六
回
で
し
た
。

ゆ
う
あ
い
号
の
人
た
ち
と
も
顔
な
じ

み
に
な
り
ま
し
た
。
献
血
は
人
の
た

め
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
の
健
康
管

理
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
ロ
ヒ
ゲ

も
ほ
ほ
え
み
ま
し
た
。

　
藤
巻
幸
夫
さ
ん
は
、
　
「
東
京
で
働

い
て
い
た
と
き
は
車
に
ば
っ
か
り
乗

っ
て
い
ま
し
た
の
で
ね
エ
。
万
が
一

の
事
故
を
考
え
て
献
血
を
始
め
ま
し

た
。
デ
ー
タ
ー
（
生
化
学
的
検
査
成

績
書
）
を
参
考
に
血
圧
を
一
定
に
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
滋
野
義
和
さ
ん
は
、
　
「
長
岡
へ
通

勤
し
て
い
る
の
で
、
長
岡
で
の
献
血

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
血
液
の
た
い
せ

つ
さ
は
、
母
の
入
院
に
よ
っ
て
再
認

識
し
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い
表
彰

に
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
年

に
二
、
三
回
ず
つ
は
や
り
た
い
で
す
」

と
こ
た
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
お
三
方
と
も
献
血
に
対
す
る
深
い

理
解
を
お
持
ち
で
し
た
。

一
人
目
の
子
に
も
支
給

◆
児
童
手
当
と
は

　
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
と
事

業
主
が
費
用
を
持
ち
合
い
、
児
童

を
養
育
す
る
人
に
児
童
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生

活
の
安
定
と
次
代
を
担
う
児
童
の

健
全
育
成
、
資
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
児
童
手
当
制
度
の
目
的
で

す
。

◆
特
例
給
付
と
は

　
特
例
給
付
は
、
児
童
手
当
の
役

割
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
被

用
者
（
厚
生
年
金
等
加
入
者
）
、

公
務
員
、
国
鉄
職
員
の
う
ち
、
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
た
め
、

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
人
で
、

一
定
要
件
に
該
当
す
る
人
へ
事
業

主
の
負
担
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
新
し
い
児
童
手
当
制
度

　
新
制
度
は
、
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
人

（
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
小
学
校

入
学
前
の
児
童
）
に
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
新
制
度
は
六
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
段
階
的
に
支
給
対

象
が
変
わ
り
、
昭
和
六
十
三
年
四

月
か
ら
制
度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。

　
◇
受
給
資
格
者

　
　
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
か

　
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
の
間
は
、
昭
和
五
十
九

　
年
六
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た

　
　
　
監
　
　
，

　
　
へ

　
　
隻
　
　
◎

帆
．
．
ン

　
《
．

い
’
・

∂
“
ノ

児
童
（
法
施
行
日
に
お
い
て
、

満
二
満
未
満
の
児
童
）
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以

上
養
育
し
て
い
る
こ
と
（
新
制

度
）
。
ま
た
は
、
中
学
校
卒
業

前
の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て

い
る
こ
と
（
従
来
と
同
じ
）
。

　
な
お
、
前
年
の
収
入
が
一
定

額
以
上
の
方
は
、
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
　
（
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
以
降
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
内
容
を
掲
載
し
ま
す
）

　
る～

く
し

　
ノ

◇
支
給
額

　
現
行
制
度
で
は
、
第
三
子
以

降
の
児
童
に
つ
い
て
月
額
五
千

円
（
市
町
村
民
税
所
得
割
非
課

税
者
は
七
千
円
）
を
支
給
し
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
支
給
対
象

と
な
る
二
人
目
に
つ
い
て
は
、

月
額
二
千
五
百
円
、
三
人
目
以

降
に
つ
い
て
は
五
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
市
町
村
民
税

所
得
割
非
課
税
者
の
七
千
円
は

廃
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
例

給
付
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

◇
支
給
月

　
毎
年
二
月
、
六
月
、
十
月
の

三
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

月
の
前
月
ま
で
の
四
か
月
分
を

ま
と
め
て
支
払
い
ま
す
。
　
（
支

給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
場

合
は
、
そ
の
都
度
の
支
払
い
）

◆
新
制
度
の
認
定
請
求

　
新
た
に
受
給
者
と
な
る
た
め
に

は
、
認
定
請
求
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
認
定
請
求
の

時
期
は
五
月
中
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
は
、
例
年

ど
お
り
六
月
中
に
現
況
届
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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五
人
組
と
村
人
た
ち

　
村
の
治
安
を
図
り
、
租
税
を
収
納

す
る
た
め
の
保
証
と
し
て
、
川
西
町

の
明
治
以
前
は
幕
府
や
会
津
、
白
河
、

桑
名
の
諸
藩
が
五
人
組
の
制
度
を
強

制
的
に
施
行
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
犯
罪
防
止
や
年
貢

完
納
な
ど
に
不
始
末
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
組
に
連
帯
責
任
を
取
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

、
る
と
脅
し
、
村
人
た
ち
が
互
い
に
牽

せ
い制

し
合
う
こ
と
で
統
治
者
の
意
に
添

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

　
万
延
二
年
（
文
久
元
年
・
一
八
六

　
一
）
の
「
御
仕
置
五
人
組
帳
」
か
ら

主
な
内
容
を
拾
う
と
、
村
の
衆
の
生

活
は
次
の
よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
五
人
組
の
儀
は
町
場
は
家
並
、
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て

郷
は
最
寄
次
第
に
家
五
軒
宛
組
合
せ
、

子
供
や
下
人
の
者
に
至
る
ま
で
悪
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ぎ

を
働
か
な
い
よ
う
に
油
断
な
く
詮
議

し
、
行
跡
の
良
く
な
い
者
が
あ
れ
ば

難
擁
灘

嚢
鑛
灘
籔
灘
鐵
懇
搬
藩

響
灘
羅
懸
擁
纏
鞍
　

講
霧
・
鐵

穫
難
簿

ー
懸
獺
轍
鐙
灘
籔
　
驚
　
羅
撞
灘
叢

　
響
馨
襲
盤
緻
響
隷
難
響
鍵
繋

　
灘
蕪
講
馨
戴
懇
・
謙
縷
灘

轍
蓼
露
麟
鞭
灘
轟
講
爆
欝
灘

鱒
藻
麟
灘
毒
騨
鱗
撚
灘
ー

「御仕置五人組帳」

早
々
に
訴
え
出
る
こ
と
。

　
切
支
丹
こ
ろ
び
の
者
や
そ
の
親
族

が
居
た
ら
さ
っ
そ
く
注
進
せ
よ
。

　
父
母
に
孝
行
し
、
夫
婦
、
兄
弟
は

仲
良
く
せ
よ
。
親
類
の
仲
が
悪
か
っ

た
り
、
不
孝
や
不
義
者
が
あ
っ
た
り

し
た
と
き
は
五
人
組
で
吟
昧
し
、
そ

の
結
果
を
報
告
に
及
べ
。

　
す
べ
て
の
家
業
を
第
一
に
勤
め
、

百
姓
に
不
似
合
の
芸
事
を
好
み
、
お

か
み上

の
悪
口
を
言
い
、
人
に
害
を
あ
た

え
る
者
が
居
た
ら
申
し
出
よ
。

　
徒
党
を
組
ん
で
強
訴
し
た
り
、
村

を
逃
げ
出
し
た
り
す
る
な
。

　
諸
作
を
第
一
に
心
が
け
、
よ
く
種

　
　
　
　
ま
き

を
選
び
、
蒔
付
耕
作
に
念
を
入
れ
よ
。

百
姓
仕
事
を
な
ま
け
て
い
る
者
に
は

き
つ
く
注
意
し
、
事
情
で
耕
作
や
仕

付
け
が
困
難
な
家
は
村
中
が
助
け
合

い
、
決
し
て
田
畑
を
荒
ら
す
な
。

　
田
畑
・
屋
敷
・
山
林
等
を
売
買
す

る
な
。
質
物
等
に
入
れ
る
時
は
十
力

年
を
限
り
の
証
文
と
し
、
庄
屋
・
組

頭
・
五
人
組
が
加
判
せ
よ
。

　
衣
類
・
諸
道
具
・
鉄
物
類
等
の
、

出
所
の
知
れ
な
い
品
々
を
売
買
し
た

り
、
質
入
れ
し
た
り
す
る
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く

　
庄
屋
は
正
直
を
旨
と
し
、
私
慾
を

肥
や
さ
ず
、
慈
悲
を
元
に
し
て
小
百

姓
に
心
を
付
け
、
貧
し
い
者
を
介
抱

し
、
村
中
に
公
事
出
入
り
の
あ
る
時

は
双
方
の
意
を
よ
く
承
り
、
親
疎
好

悪
を
選
ば
ず
、
理
非
を
わ
き
ま
え
、

何
事
も
公
平
に
取
扱
え
。

　
盗
賊
や
悪
党
が
居
た
ら
、
村
中
が

総
出
し
て
早
急
に
召
し
捕
れ
。

　
百
姓
の
衣
類
は
布
木
綿
だ
け
、
ほ

か
に
結
構
な
も
の
を
着
る
な
。
た
だ

し
、
身
代
の
良
い
者
は
、
役
所
の
許

　
　
　
　
　
つ
む
ぎ

し
を
得
て
絹
や
紬
を
着
て
も
よ
い
。

　
婿
取
・
嫁
取
・
養
子
等
の
祝
儀
ご

と
は
分
限
よ
り
も
軽
く
せ
よ
。
大
勢

の
人
を
集
め
て
大
酒
を
飲
む
な
。

　
捨
子
を
す
る
な
、
よ
そ
の
者
が
捨

て
た
ら
村
中
で
ひ
と
ま
ず
養
育
し
、

さ
っ
そ
く
注
進
せ
よ
。

　
猟
師
の
ほ
か
鳥
や
獣
を
捕
る
な
。

隠
れ
て
猟
を
し
、
国
鳥
の
鶴
を
捕
り

売
買
し
た
者
が
あ
れ
ば
訴
え
出
よ
。

　
寺
や
神
社
を
新
規
に
建
立
す
る
な
。

題
目
の
石
塔
、
供
養
塚
、
庚
申
塚
、

石
地
蔵
の
類
を
田
畑
・
山
林
や
道
路

の
端
に
勝
手
に
建
て
る
な
。

　
庄
屋
・
組
頭
に
無
断
で
、
よ
そ
者

　
に
一
夜
の
宿
も
貸
す
な
。

　
　
　
　
つ
ぶ

　
　
身
上
を
潰
し
て
村
を
立
ち
退
こ
う

と
す
る
者
、
他
村
か
ら
入
ろ
う
と
す

　
　
　
　
う
ろ
ん

る
者
、
胡
乱
な
者
が
い
た
ら
注
進
せ

　
よ
。

　
　
百
姓
が
分
家
等
で
田
畑
を
子
孫
に

譲
る
時
は
高
十
石
、
地
面
一
町
歩
以

、
内
に
配
分
す
る
な
。
た
だ
し
、
事
情

　
の
あ
る
者
は
役
所
の
差
図
を
仰
げ
。

　
　
　
　
す
も
う

　
勧
進
角
力
や
狂
言
、
芝
居
、
見
せ

物
の
類
を
一
切
す
る
な
。

　
　
女
郎
や
こ
れ
に
近
い
者
を
抱
え
、

　
一
夜
の
宿
を
貸
し
た
り
す
る
な
。

　
　
田
水
の
掛
け
引
き
で
論
争
す
る
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
り

水
論
や
掘
論
等
の
場
（
脇
差
、
鑓
、

な
ぎ
な
た

長
刀
等
を
持
出
し
て
加
担
し
た
者
は

罪
を
本
人
よ
り
も
重
く
す
る
ぞ
。

　
船
渡
し
の
あ
る
村
は
定
め
の
と
お
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
か
ら

り
船
賃
を
取
り
、
往
来
の
輩
を
昼
夜

滞
り
無
く
渡
せ
。
大
水
の
時
で
も
定

め
た
外
の
高
い
賃
銭
を
取
る
な
。

　
往
来
の
駄
賃
人
馬
は
、
御
用
の
ほ

か
に
も
昼
夜
に
限
ら
ず
出
せ
。

　
御
朱
印
や
御
証
文
も
無
く
人
馬
を

出
せ
と
申
し
、
あ
る
い
は
駄
賃
を
払

わ
ず
に
通
ろ
う
と
す
る
者
が
あ
っ
た

時
は
捕
え
置
き
、
注
進
せ
よ
。

　
　
村
中
で
寄
合
い
番
屋
を
作
り
、
番

人
を
置
き
、
家
別
に
火
消
し
道
具
を

　
備
え
、
火
の
用
心
を
入
念
に
せ
よ
。

出
火
し
た
時
は
鳴
り
立
て
、
村
中
の

者
が
集
ま
っ
て
火
を
消
せ
。
御
年
貢

米
の
入
っ
た
御
蔵
を
大
切
に
囲
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う

　
　
大
水
・
川
除
け
・
盗
人
・
狼
藷
者

．
火
事
等
で
鳴
り
を
立
て
た
時
は
、

村
中
の
一
五
歳
以
上
で
六
〇
歳
以
下

の
男
は
残
ら
ず
出
動
せ
よ
。
応
じ
な

か
っ
た
者
は
き
び
し
く
詮
議
す
る
。

　
許
可
さ
れ
た
猟
師
の
ほ
か
、
鉄
砲

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
く
ち
　
　
　
か
け

を
隠
し
持
っ
た
り
、
博
変
等
の
賭
勝

負
を
し
て
後
日
発
覚
し
た
時
は
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が

・
組
頭
・
五
人
組
ま
で
誓
め
る
。

　
役
人
か
ら
召
使
い
に
至
る
ま
で
、

金
・
銀
・
米
・
鉄
・
衣
類
・
諸
道
具

　
　
こ
り
つ

・
酒
肴
の
ほ
か
、
軽
い
品
で
も
物
を

贈
り
受
け
取
っ
た
り
す
る
な
。

　
御
年
貢
金
は
措
定
の
日
限
ま
で
に

滞
り
無
く
役
所
へ
持
参
せ
よ
。
遅
れ

た
者
は
吟
昧
の
上
過
怠
を
申
付
け
る
。

　
御
年
貢
米
の
儀
は
庄
屋
・
組
頭
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
み
ぬ
か

合
い
、
青
米
・
破
米
・
籾
糠
等
の
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
め

い
よ
う
に
よ
く
吟
味
し
、
桝
目
の
切

れ
な
い
よ
う
入
念
に
致
せ
。

　
右
の
条
々
を
毎
年
正
月
・
五
月
・

九
月
・
十
一
月
の
年
四
回
、
村
中
の

大
小
百
姓
が
集
ま
っ
て
読
み
、
聞
か

せ
合
い
、
五
人
組
の
責
任
で
固
く
守

れ
。

　
違
反
す
れ
ば
そ
の
組
全
員
を
厳
し

く
罰
す
る
。

※
御
条
目
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
お
も
な
条
々
だ
け

取
り
上
げ
ま
し
た
。
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
い
ま
予
約
募
集

中
の
『
川
西
町
史
』
を
お
求
め
く
だ

さ
い
。
昔
の
人
た
ち
の
難
儀
し
た
様

子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
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　今年も4月は雪とつきあいな

がら過ごさなければならないよ
うです。

　残雪は4月1日現在239cmあ
り、消雪日は5月3日と予想さ
れています。

　雪が消えれば草木がいっせい

に芽吹き、人々の心も浮かれ気
昧となります。

　新入学（園）児は交通ルール
をまだ身に付けていないので、

ドライバーにはいたわりの心が
必要です。

記念碑の除幕

高
倉

一
小
学
校

世
紀
の

　
高
倉
小
学
校
が
、
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
七
年
に
仮
開
学
さ
れ
、
二
十校歌を歌う目が潤う

歴
史
に
幕

年
に
赤
岩
小
学
校
の
分
場
と
し
て
高

倉
校
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
高
倉
尋南日・村松ご夫妻

常
小
学
校
と
し
て
独
立
し
た
の
は
二

十
五
年
と
い
い
ま
す
。

　
昭
和
に
入
り
、
三
十
一
年
に
仙
田

小
学
校
高
倉
分
校
と
な
り
、
四
十
七

年
に
独
立
校
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
変
遷
の
中
で
、
伝
統
と

人
々
の
心
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
学
校

も
、
過
疎
化
の
波
に
飲
ま
れ
て
、
つ

い
に
百
十
一
年
の
歴
史
に
幕
を
引
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
高
倉
集
落
は
、
昔
か
ら
戸
数
八
十

戸
と
い
わ
れ
、
昭
和
四
十
年
の
始
め

ま
で
は
児
童
数
も
七
十
人
を
欠
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
過
疎
化
の
荒
波

は
、
急
激
に
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
少
し
で
も
食
い
止
め
よ
う
と

す
る
町
と
集
落
の
方
々
の
熱
意
が
実

り
、
四
十
七
年
に
高
倉
小
学
校
は
独

立
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
挙
家
離
村
が

続
き
、
六
十
年
度
に
卒
業
生
を
一
人

送
り
出
す
と
、
残
っ
た
児
童
は
一
人

に
な
り
、
学
校
の
存
続
は
つ
い
に
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
卒
業
式
と
閉
校
式
は
、
先
月
二
十

二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閉
校
式
に
は
、
学
校
関
係
者
、
集

落
の
方
々
、
そ
れ
に
歴
代
の
校
長
先

生
や
校
歌
を
作
ら
れ
た
南
日
恒
夫
さ

ん
・
村
松
英
子
さ
ん
ご
夫
妻
な
ど
、

国
際
村
の
方
た
ち
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
児
童
と
地
区
代
表
が
お
別
れ
の
言

葉
を
述
べ
る
と
、
人
々
の
目
に
は
涙

が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
校
長
先
生
が
南
雲
町
長
に
校
旗
を

返
納
し
ま
し
た
。

　
校
庭
に
は
校
歌
を
刻
ん
だ
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
、
こ
の
日
除
幕
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
高
倉
小
学
校
の
灯
は
消
え
ま
し
た

が
、
高
倉
集
落
は
ま
す
ま
す
結
束
を

強
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
校
舎
は
地
域
活
性
化
の
た
め

に
活
用
し
よ
う
と
、
町
と
集
落
、
そ

れ
に
国
際
村
の
方
々
と
の
間
で
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

母校に感謝と惜別の念を込めて風船を
揚げる

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
東
洋
の
魔
女

中
村
昌
枝
さ
ん

商
工
会
館
で
熱
弁

　
昭
和
三
十
九
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ゴ
ー
ル

ド
メ
ダ
リ
ス
ト
中
村
昌
枝
（
旧
姓
河

西
）
さ
ん
が
、
先
月
二
十
日
に
川
西

町
を
訪
れ
、
商
工
会
館
で
「
限
界
へ

の
挑
戦
」
と
題
し
熱
弁
を
ふ
る
い
ま

し
た
。

「
目
標
に
向
か
つ
て
努
力
を
」
と
中
村
さ
ん

川西町の積雪状況
　　　　　　（単位：cm）

月・日 61年 60年 59年

3・5 338 256 320

3・10 315 263 382

3・15 295 251 370

3・20 276 235 340

3・25 275． 213 335

3・31 241 169 308



【43】艦1””1”1”1”ll”1””II”1””””1”””lll”””1・”lll”1””1”””・””II”””1”””””1111”””II”1”””IIO”””1”””””1”1“1”1”1”広報かわにし／昭和61年4月10日発行

ノ47人か
　　漂羨フ

川西中の卒業式

　
先
月
十
四
日
に
、
川
西
中
学
校
の

第
二
十
五
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
男
子
七
十
四
人
、
女
子

七
十
三
人
の
合
わ
せ
て
百
四
十
七
人

が
学
窓
を
巣
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
の
目
標
に
向
け
て
歩
み
始
め
ま
し

た
。

、

明るく学びやを後に………

ふ
る
さ
と
の
自
然
は

　
　
　
　
　
　
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
市
若
山
修
二
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
町
新
田
出
身
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
卒
業
と
同
時
に
上
京
し
、
警
視
庁

　　　　　レ

畷

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
た
び
た
び

お
送
り
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
紙
面
で
の
故
郷
の
動

向
や
「
か
わ
に
し
の
民
話
」
の
飾
ら

な
い
言
葉
遣
い
が
懐
か
し
く
、
繰
り

返
し
て
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
四
十
四
年
の
春
、
高

警
察
官
を
拝
命
し
て
以
来
十
七
年
に

な
り
、
大
宮
市
に
在
住
し
て
お
り
ま

す
。
川
西
町
で
育
っ
た
歳
月
と
ほ
ぼ

同
じ
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
間
、
雪
の
な
い
都
会
と
は
言

え
、
厳
寒
深
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
酔

っ
ぱ
ら
い
相
手
の
事
件
扱
い
、
ま
た

夜
間
大
学
へ
の
通
学
な
ど
、
若
か
っ

た
私
に
と
っ
て
は
、
辛
い
と
思
う
こ

と
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
が
、

折
り
に
つ
け
故
郷
の
厳
し
い
豪
雪
の

中
で
の
生
活
や
、
春
の
川
辺
に
い
っ

せ
い
に
吹
き
出
す
ね
こ
や
な
ぎ
や
ふ

き
の
と
う
、
ぜ
ん
ま
い
に
わ
ら
び
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
一
。
’

り
な
ど
と
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
癖
羅

っ
た
少
年
時
代
を
思
い
出
し
、
心
の
　
姻
瀧
．

支
え
と
し
た
こ
と
が
幾
度
と
な
く
あ
鑑
固

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
魯
鍋

仕
事
柄
、
盆
と
正
月
は
特
に
忙
し
欝

く
、
め
っ
た
に
帰
省
で
き
な
い
生
活
蹴
鉾

で
す
が
、
た
ま
の
帰
省
に
は
家
族
を
爵
赫

連
れ
て
節
黒
城
跡
に
登
り
、
息
子
た
｝
轟
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ノ

ち
と
広
大
な
妻
有
平
野
の
自
然
に
触
肌
撫

れ
る
こ
と
を
唯
一
の
楽
し
み
と
し
、
犠
」

帰
る
ご
と
に
発
展
変
ぼ
う
す
る
川
西
慈
昏

町
を
見
渡
し
ま
す
が
、
各
種
施
設
の
嘉
”

充
実
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
瞭
一
●

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
顎

　
川
西
町
を
離
れ
、
旅
で
生
活
す
る
・
鑑

二
男
、
三
男
に
と
っ
て
、
こ
の
素
晴
　
螺
・

ら
し
い
ふ
る
さ
と
川
西
は
、
や
は
り
，
遮

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
心
舜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

の
支
え
に
も
な
っ
て
い
る
と
信
じ
ま
“
鯉

す
．
　
　
　
　
　
　
、
羅

　
川
西
町
の
限
り
な
い
前
進
と
発
展
轍
鋸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
い
器
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
矯
、
9

1オっ
｝

　し

　
　
　
　
，
・
一
遭

　
　
　
　
一
●
・

　
　
　
　
り
ゆ
り

　
　
　
　
ぎ

一
慢
7
愚

，
蚤
一
、

三
毛
猫
「
チ
ャ
ッ
ピ
ー
」
は

　
　
横
須
賀
生
ま
れ

　
　
木
島
丸
山
四
郎
さ
ん

　
丸
山
さ
ん
ご
一
家
は
、
五
十
七

年
の
暮
れ
に
ご
主
人
の
ふ
る
さ
と

川
西
町
に
越
し
て
来
ら
れ
た
。

　
　
「
う
ち
の
チ
ャ
ッ
ピ
ー
も
子
供

た
ち
同
様
、
横
須
賀
生
ま
れ
で
す
」

　
奥
さ
ん
は
、
三
毛
猫
チ
ャ
ッ
ピ

ー
（
オ
ス
）
の
生
い
立
ち
を
続
け

て
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
「
私
た
ち
は
横
須
賀
に
い
た
と

き
も
肉
屋
を
し
て
い
ま
し
た
。
隣

の
電
機
屋
の
奥
さ
ん
が
新
発
田
生

ま
れ
の
人
で
し
て
、
つ
き
あ
い
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
の
家

で
は
の
ら
猫
の
世
話
を
し
て
い
ま

し
て
ね
エ
。
八
匹
も
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
匹
で
す
。
朝
戸
を

開
け
る
と
家
に
入
っ
て
き
ま
し
て

ね
。
エ
サ
が
目
当
て
だ
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
う
ち
に
住

み
着
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
は
四
歳
く
ら
い
で
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
十
一
年
が
た
ち
ま
し
た
」

　
チ
ャ
ッ
ピ
ー
は
、
今
年
四
回
目

の
川
西
の
冬
を
過
ご
し
た
が
、
雪

の
上
は
今
で
も
苦
手
で
あ
る
。
車

も
怖
い
ら
し
く
出
歩
か
な
い
。
そ

ん
な
こ
と
で
友
達
も
で
き
な
い
で
、

一
日
中
こ
た
つ
の
上
で
黙
然
と
し

て
い
る
。

　
「
家
族
が
話
す
こ
と
は
だ
い
た

い
理
解
で
き
る
よ
う
で
す
。
よ
そ

の
人
が
来
た
と
き
は
、
警
戒
心
か

ら
か
聞
き
耳
を
立
て
ま
す
」

　
ね
ず
み
を
捕
る
の
が
得
意
で
、

そ
の
時
だ
け
は
今
で
も
す
ば
し
っ

こ
い
と
い
う
。

　
「
口
が
き
れ
い
で
、
盗
み
食
い

は
し
ま
せ
ん
。
主
食
は
コ
ー
ン
ス

ー
プ
で
す
。
好
物
は
あ
じ
で
、
シ

ュ
ー
ク
リ
ー
ム
も
食
べ
ま
す
」

　
年
は
取
っ
て
い
て
も
食
欲
は
お

う
せ
い
と
の
こ
と
。

　
コ
生
め
ん
ど
う
を
見
て
や
る

つ
も
り
で
す
」
と
奥
さ
ん
は
笑
み

を
チ
ャ
ッ
ピ
ー
に
向
け
ら
れ
た
。

「
チ
ャ
ッ
ピ
ー
」
は
太
り
気
味

難
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子供と高齢者を
交通事故から守ろう

春の全国交通安全運動
実施中4月6日～4月15日
　ただ今、春の全国交通安全運

動が実施されています。

　県では、広く県民に交通安全

思想と交通道徳を普及し、正し

い交通ルールと交通マナーの実

践を習慣づけることを目的に、

この運動に取り組んでいます。

》期間　4月6日～4月15日
》運動の重点

　①シートベルト・ヘルメット

　　着用の徹底

　　●街頭指導所を設置し、シ

　　　ートベルト・ヘルメット

　　　着用の呼びかけや正しい

　　　着用の指導を行うなど。

　②新入学（園）児を中心とし

　　た子供の交通事故防止

　　●通学（園）路で、新入学

　　　（園）児の登下校（園）

　　　時の指導・保護・誘導活

　　　動を実施するなど。

　③二輪車の無謀運転の追放

　　●自動二輪車・原動機付自

　　　転車利用者に対して、地

　　　域・学校・職場で二輪車

　　　安全運転講習会を開いて

　　　安全運転を指導するなど。

　④高齢者の事故防止

　　●地域老人クラブ等の会合

　　　の場を利用して、道路の

　　　正しい歩き方、バイク・

　　　自転車の安全な乗り方等

　　　の交通安全指導を徹底す

　　　る　など。

　　　と
‘●‘，，，lllgll9，巳唇巴，，1，1，1，魯糎，1”川1川”1川””II””巳”””””1謄輔1川”””【14】1”””1”1”

確定申告が　　’
まちがっていたときは

　確定申告書を提出した後で、

計算違いなど申告内容にまちが

いがあることに気づいた方はい

ませんか。

　申告内容にまちがいがあった

ときは、次の手続きなどで訂正

をしてください。

◆税額を多く申告していたとき

　確定申告をした後、申告した

税金が多かったことに気づいた

ときは、正しい金額にするため、

　r更正の請求」をすることがで

きます。

　この更正の請求ができる期間

は、60年分については62年3月

16日までです。

　更正の請求をする場合の用紙

は、税務署に用意してあります。

◆税金を少なく申告していたと

　き
　申告した税金が少なかったこ

とに気づいたときは、正しい金

額にするためにr修正申告」を

してください。

　この修正申告は、税務署から

更正を受けるまではいつでもで

きますが、税務署の調査を受け

た後で修正申告をしたり、更正

を受けたりすると加算税がかか

ります。

　調査を受ける前に自主的に修

正申告をしたときは、加算税は

かかりませんので、早めに申告

するほうが有利です。

◆確定申告を忘れていたとき

　確定申告を忘れていたときは、

ただちに確定申告書を提出して

ください。

　なお申告は「期間後申告」と

いって税務署から決定を受ける

まではいつでもできます。加算

税も税務署の調査を受けた後で

期限後申告をしたり、決定を受

けたりすると10％ですが、調査

を受ける前ですと5％で済みま

す。

　詳しくは、十日町税務署〔盈

　（52）3181〕へご相談ください。

⑳⑦㊦、

霞

労働保険料の
中告・納付はお早めに

　61年度の労働保険料の申告・

納付の受け付けが、4月1日か
ら5月15日まで行われています。

　まだ手続きが終わっていない

事業主の方は、お早めに保険料

申告書に保険料を添えて、最寄

りの銀行または郵便局へ申告・

納付してください。

　（十日町労働基準監督署から）

ドライバーの皆さん

スパイクタイヤを

　　　交換しましたか

　県では、スパイクタイヤの使

用によって生じる道路の被害と、

粉じんの発生が健康に悪影響を

与えることを軽減するために、

「スパイクタイヤ不使用」の周

知徹底に努めています。

　ドライバーの皆さん、4月1

日からはスパイクタイヤ不使用

期間です。早期に夏タイヤに交

換するよう

願いします。

誓

イ亭電の
　　　・あ咲oらせ

●4月11日（金）／午後1時

　から午後4時まで、元町．

●4月17日（木）／午前8時
　から正午まで、塩辛・仁田

　・野口の一部．
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出思
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
↓
般
寄
付
金

＊
金
子
桂
吉
さ
ん
（
伊
勢
原
市
）
か

　
ら
、
広
報
発
行
の
一
助
に
と
一
万

　
円

＊
数
藤
イ
シ
さ
ん
（
横
浜
市
）
か
ら
、

　
広
報
発
行
の
一
助
に
と
五
千
円

＊
池
田
良
子
さ
ん
（
埼
玉
県
・
大
井

町
）
か
ら
、
広
報
発
行
の
一
助
に

と
五
千
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
永
井
一
市
さ
ん

万
円

＊
中
村
貞
吉
さ
ん

万
円

（
木
落
）
か
ら
一
二

（
木
島
）
か
ら
五

＊
退
職
／
三
月
三
十
一
日
付

ヱ
ロ
同
橋
　
良
平
（
総
務
課
長
）

▽
山
田
　
五
作
（
住
民
課
長
）

▽
小
林
タ
、
、
・
イ
（
看
護
婦
）

▽
清
水
　
正
枝
（
看
護
婦
）

▽
滝
井
　
ヨ
キ
（
給
食
炊
事
員
）

＊
配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　
（
管
理
職
の
み
）

▽
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書

　
記
長
．
須
藤
秀
雄
（
産
業
課
長
）

▽
産
業
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

　
長
．
北
村
準
一
（
企
画
財
政
課
長
）

▽
住
民
課
長
・
小
林
力
（
千
手
診
療

所
事
務
長
）

▽
国
鉄
発
電
所
対
策
室
長
事
務
取
扱

　
．
南
雲
守
助
役

▽
千
手
診
療
所
事
務
長
・
押
木
秀
治

　
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
）

▽
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
体
育
館

長
．
保
坂
国
夫
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
長
）

▽
総
務
課
長
補
佐
・
南
雲
直
秀
（
企

画
財
政
課
長
補
佐
）

▽
国
鉄
発
電
所
対
策
室
長
補
佐
・
高

橋
英
雄
（
総
務
課
長
補
佐
）

＊
新
採
用
／
四
月
一
日
付

○
渡
辺
美
津
江

○
田
口
秀
樹

※
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
　
「
お

知
ら
せ
版
四
月
一
日
号
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
…
．
一
．
．
．
9
2
一
．
．
．
．
．
一
…
．
．
．
．
．
。
三
萄
．
．
．
一
一
…
6
．
．
．
．
｛
一
．
．
．
顧
．
．
一
…
贈
．
．
．
9
一
。
…
．
．
．
．
。
…
一
．
．
．
．
3
｛
三
三
一
…
・
・
。
…
一
三
一
三
一
一
…
一
一
〇
一
一
三
一
…
一
三
3
3
一
…
三
一
三
。
一
●
一
一
一
。
一
一
一
3
。
。
…
ξ
。
。
一
3
。
f

ト
“
雪
は
友
達
”
を
開
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
は
、
関
東
方
面
か
ら

の
三
十
人
ほ
ど
で
し
た
。

　
八
日
の
夜
は
、
松
葉
荘
わ
き
の
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い

場
で
、
小
正
月
行
事
の
塞
の
神
や
鳥

追
い
を
仙
田
小
学
校
の
児
童
た
ち
と

鳥追い風景

た
ん
の
う
し
、
翌
九
日
に
は
、
総
合

体
育
館
の
西
側
で
開
か
れ
た
雪
上
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
、
地
元
の

人
た
ち
と
触
れ
合
い
の
場
を
持
ち
、

雪
像
づ
く
り
競
争
な
ど
に
心
地
よ
い

汗
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
窪

▼ほんやら洞で

塞の神に点火

，
・
．
．
．
．
．
．
，
一
3
。
。
．
．
一
一
三
一
．
聯
．
ξ
一
一
．
．
。
一
。
三
。
一
．
．
．
．
ξ
一
。
一
．
一
一
一
…
。
。
．
3
一
…
一
．
．
．
．
一
三
＝
．
。
3
一
。
一
一
．
．
．
一
，
…
一
9
．
．
3
一
…
り
。
．
。
一
．
一
．
一
一
。

川91巳

久
し
ぶ
り
に
雪
の
感
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
慶
二
さ
ん
（
東
京
）

　
こ
の
た
び
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
様
で
し
た
。
吹
雪
を
想
定
し
て
行
き
ま

し
た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
幸
い
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
故
郷
の
雪
の
感
触

に
、
厳
し
い
自
然
に
耐
え
て
春
を
待
つ
昔
を
し
の
び
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
プ
ラ
ン
を
立
て
て
く
れ
た
も

の
と
感
じ
た
の
は
私
一
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ほ
ん
や
ら
洞
で
の
大
き
な
火
鉢
に
炭
火
の
も
て
な
し
、
く
し
焼
き
の
も

ち
に
青
竹
の
お
か
ん
、
暖
か
い
味
付
け
お
む
す
び
、
そ
の
配
慮
に
こ
み
上

が
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
翌
日
も
心
の
温
ま
る
行
事
の
数
々
で
し
た
。
少
な
い
出
席
者
だ
け
で
甘

受
し
た
の
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
お
会
い
し
た
皆
さ
ん
の
お
名
前
を
上
げ
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
ほ
ど
で

す
。

io川亀ll
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肺
の
働
き

　
肺
は
、
肋
骨
で
囲
ま
れ
、
ち
ょ

う
ど
鳥
か
ご
の
よ
う
な
形
を
し
た

中
に
左
肺
と
右
肺
と
が
あ
り
、
左

肺
は
三
つ
に
、
右
肺
は
二
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
肺
は
、
肺
胞
と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
袋
の
集
ま
り
が

三
百
万
個
も
あ
り
、
そ
の
間
に
気

管
支
が
走
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
気
管
支
、
肺
胞
の
間
に
動
脈
、

静
脈
、
神
経
、
リ
ン
パ
管
な
ど
が

入
り
交
じ
っ
て
肺
を
構
成
し
て
い

ま
す
。肺

の
主
な
働
き
は
、
呼
吸
を
す

　
　
　
る
こ
と
に
よ
り
酸
素
を
取

罰螺
り
入
れ
、
二
酸
化
炭
素
を

排
出
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
気
管
を
通
じ
て
吸
い

込
ま
れ
た
酸
素
は
、
肺
胞

に
く
も
の
巣
状
に
張
り
巡

ら
し
た
毛
細
血
管
の
薄
い

壁
を
通
し
て
血
液
（
動
脈
）

の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
血

液
（
静
脈
）
の
中
か
ら
二

酸
化
炭
素
を
取
り
出
し
、

気
管
支
を
通
じ
て
体
外
に

排
出
し
ま
す
。
い
ま
一
つ

の
働
き
は
、
吸
い
込
ま
れ

た
空
気
の
中
に
は
た
く
さ

ん
の
ゴ
ミ
が
含
ま
れ
て
い
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8
旨
ー

る
の
で
、
こ
の
ゴ
ミ
を
肺
か
ら
分

泌
さ
れ
る
粘
液
に
か
ら
め
、
タ
ン

と
し
て
体
外
に
排
出
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
肺
が
他
の
臓
器

と
異
な
る
点
は
、
気
道
を
通
じ
て

外
気
と
直
接
に
結
び
付
い
て
い
る

こ
と
で
す
。

　
昔
と
比
べ
結
核
は
減
少
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
結
核
は
伝
染

病
の
中
で
は
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
最
近
肺
の
病
気

で
増
え
て
き
て
い
る
の
が
肺
ガ
ン

で
す
。
肺
ガ
ン
は
、
大
気
汚
染
、

有
害
粉
じ
ん
、
遺
伝
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
原
因
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
、
喫
煙
は
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
年
か
ら
住
民
検
診

に
合
わ
せ
て
肺
ガ
ン
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
喫
煙
年
数
×
一
日
の
喫

煙
本
数
”
六
百
本
以
上
の
人
は
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

笛
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葛
骸
犠
骸
葛
骸
婁
葛
犠

戸
籍
の
窓
か
ら

鞍
葛
葛
骸
犠
骸
骸
犠
犠
毎
骸
骸
犠

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田永押高齋
村井木橋木

、
、
、
イ

由
雄

ト
、
、
、

ツ
ル

誠
治

星
名
福
三
郎

伊上木元室小

友野落町島脇

九八八七七五
〇七六五五九

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
な
お
こ

　
　
　
と
も
み

大
久
保
朋
美
　
義
信
　
長
女
　
野

董

礪
誇
額

％
熱
　
岬
壇

大
梁
の
煤
つ
や
や
か
に
炉
の
温
泉
宿

雪
国
の
寸
時
の
冬
日
あ
た
た
か
し

百
姓
の
大
残
雪
に
灰
を
撒
く

横
に
降
る
雪
を
不
思
議
と
京
の
人

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
忽
ち
に
地
吹
雪
に

春
シ
ョ
ー
ル
塔
婆
を
抱
き
て
寺
戻
り

空
の
青
よ
り
な
お
青
き
春
の
海

春
愁
や
琉
球
の
舞
見
て
酔
う
て

小
野
塚
直
子
　
高
志
　
長
女
　
四
郎
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

＼
曝
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

　
　
　
ま
さ
し

大
久
保
晶
史
　
喜
久
松
三
男

　
　
り
ょ
う
す
け

齊山清上
木崎水村

亮
介
正
彦

ひ
ろ
た
か

大
誉
久
信

ま
さ
や

将
也
正
行

　
瞭ネ

　
　
崇

　
　
　
野
　
口

長
男
上
野

長
男
高
原
田

二
男
永
久
公
社

長
女
山
野
田
住
宅

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

⑰　
新
郎
南
雲
孝
夫

　
新
婦
小
林
玲
子

⑰　
新
郎
藤
巻
浩
之

　
新
婦
藤
巻
千
恵
子

（
懸
螺
裕
難

中
仙
田

中
仙
田
か
ら

塩
辛

塩
辛
か
ら

発
電
所
通
西

福
島
県
か
ら

‘
。
・
、
き
シ
㌧
警
必
置
●
ξ
菱
三
、

寄
す
る
波
引
く
波
の
置
く
流
れ
海
苔

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

鳥
雲
に
谷
間
ゆ
さ
ぶ
る
チ
エ
ン
ソ
ー

草
屋
根
に
名
残
り
の
春
の
雪
か
か
り

は
だ
れ
雪
積
ら
ぬ
程
に
降
り
続
き

閉
校
の
山
の
分
校
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
秀

束
の
間
の
ハ
レ
ー
彗
星
春
の
雪

春
の
雪
止
ま
ず
夕
餉
の
買
物
に

土
の
香
を
日
々
に
広
げ
て
雪
間
か
な

鴨
帰
り
た
る
古
池
の
波
し
づ
か

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

貯
え
し
灯
油
底
つ
き
余
寒
な
お

内
職
の
、
・
・
シ
ン
の
妻
に
余
寒
か
な
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心
配
ご
と
相
談

　
●
4
月
1
6
日
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
●
4
月
2
3
日
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

　
●
4
月
3
0
日
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

　
●
5
月
7
日
…
…
公
民
館
上
野
分
館

　
※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
。

霧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
灘
懇
鞘
荊

　
雪
消
え
を
問
い
来
し
旅
の
電
話
か
な

　
犬
連
れ
て
人
声
高
や
し
み
渡
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

屋
根
雪
も
北
側
だ
け
に
彼
岸
入
り

春
め
く
や
杉
の
花
粉
症
は
や
り

　
日
脚
の
び
た
る
こ
と
を
挨
拶
に

花
便
り
白
鳥
北
へ
立
つ
便
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

葬
送
の
無
言
の
列
に
は
だ
れ
雪

残
り
た
る
小
さ
き
渡
舟
や
鳥
帰
る

雪
囲
い
解
け
ば
土
蔵
の
壁
落
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

初
蝶
の
行
手
に
石
川
門
白
し

大
い
な
る
寺
残
雪
も
大
い
な
る


